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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
学習心理学の研究は、現代 アメリカ心理学に澄ける行動研究につ らなる雇大な領域ではあるけ
れ ども、佐 々木保行の研究は、 こうした流れとは別な角度から、つまり入間の学習、 しか し、学
校に於ける教育課程の履習 を目標にした方向～ 授業研究を目ざした ものである。彼は大学院在 「
学申の過半 を、こうした点に向 っての諸種の理論的研究に従事 していた。本学位論文の第1部を








に、 この結果を、さらに観察手段の変動性いかんとい う操作を通 して一般化 した上で、観察能力
の類型化にまで発展させて、本学位論文をひとまず閉 じたのであるが、別項の学位論文の内容要
旨にも記されているように、一見、平凡 な心理過程 として見過 ごされていた観察能力を、 このよ
うな精細な姿にまで分析総合 した佐々木の創意性は、多とするに値す るであろう。これには、実
教41
験校 である東北大単教育学部附属!∫母 狡の全面的な協力も忘るぺからざる背景をな してい るかと
思 う。
もちろん、佐々木によって指摘された観察能力の構造要因は、児童に詮けるそれであって、科
学者一般には必ずしも及んではいない し、それ と学習能力との関係 も未検討であるし、い うとこ
ろの観察能力の類型も、 もっと普遍化の手続きを必要とするであろう。けれども、こうした日常
平凡な事実に、科学的検証のクサビを打ちこみ、知識技能習得の道に、つまり今后の授業研究に
より大 きくつらなる視点を提供 したことは特筆に値するところと思 う。
よって、教育学博士の学位を授与 されるに適当なものと認定する。
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